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語りから見る原風景（2）

一韓国済州島の空間的特性を中心に一

型宣児・南博文

ASTUDY　OF　“GENFUKEI（ORIGINAL－SCAPE）”AS　NARRArIVES

　　　　　－Focus　on　the　spatial　attributes　of　Ch〔加do，　Korea一

OH　SEON－AH　and　MINAMI　HIROFUMI

　　The　current　research　is　an　attempt　at　presenting　regional　and　cultural　characteris－

tics　of　GENFUKEI（Original－Scape）by　looking　at　Ch匂udo　as　one　of　the　many　GENFUKEI

ofAsia．　The　purpose　of　this　study　was　to　fbcus　on　the　spatial　attributes　of　GENFUKEI．

The　method　used　was　individual　non－structured　interviews．　The　participants　were　10

adults　living　in　Ch匂udo，　South　Korea．　The　participants　were　acquaintances　of　the　ex－

perimenter　and　had　developed　a　relationship　such　that　relaxed　interaction　with　the　ex－

perimenter　was　possible．　Results　of　conversations　held　with　the　participants　revealed

two　axes　of　space－work　and　play－on　the　formation　of　GENFUKEI．　In　addition，　spatial

scope　was　classified　into　fbur　categories：1）within－home　premises（ma－dang，　ol－lae，　nul，

etc．），2）dong－ne（gol－mog，　pong。nang－a－re，etc），3）Around　dong－ne（deul－pan，　nae－chang，etc），

4）dong－nae－bag（o－reum，　duel－pan，etc．）．　For　each　of　the　fbur　categories　of　spatial　scope，

representative　images　were　taken　from　a　picture　book　of　Ch臼lu　Island．

kye　words：GENFUKEI（Original－Scape），　spatial　attributes，　deul－pan，　ch句udo

　本研究ではアジア原風景の一つとして韓国済州島の原風景を取り上げた。原風景から見られ

る空間的特性を抽出し構造化するとともに，具体的空間を映象化して提示することを目的とし

た。それによって原風景の地域性・文化性が浮き彫りにされると考えられる。調査対象者は済

州島で生まれ育った知りあい10名である。調査には子ども時代の懐かしい風景や遊びについて

筆者と語りあう方法（自然場面に近い非構造化面接）が使われた。面接の逐語録の分析の結果，

空間・風景概念は出来事的，風景的，評価的な側面で言及されていること，仕事と遊びという

2軸の活動の空間が原風景形成の空間として言及されていることが，示された。また仕事や遊

び活動における原風景空間は次の4つの範囲に分類された。1）家の敷地内：マダン（庭），オ

ル1／（家の進入路），ウヨンパッ（敷地内の畑）など，2）ドンネ（住宅が集まっている主な生

活空間）：ゴルモク（裏道，細道），大きい木下など，3）ドンネ周辺（町の周辺の自然的空間）：

ドルパン（野原），ネチャン（小川）など，4）ドンネバック：町の住宅地とかなり離れた遠い

所の自然的空間：ドルパン（野原）・オルム（小山，丘）など。これら4つの範囲の活動の空間

に対する具体的イメージは，済州島を扱った写真集から逐語録で見られた空間に近い映像を抽

出し，視覚的に提示した。

キーワード　原風景，空間的特性，ドルパン，済州島
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1。目的

　「幼い頃はオルレ［01．le］やゴルモク［gol－mog］

でよく遊んだの」。この話は筆者が調査中によ

く聞いた話の一つである。「オルレ」は済州島特

有の空間概念であり，「ゴルモク」は韓国一般の

空間概念である。意味は「幼い頃は家の入りロ

から庭までの間にある小道や近所の小道で遊ん

だの」になる。しかしこの説明では十分ニュア

ンスが伝えられない。いや，むしろ違うニュア

ンスになってしまったような気がする。「オル

レ」は済州島の人なら聞いてすぐイメージでき

るだけではなく，多様な思い出やオルレという

空間・風景が持つ情緒的雰囲気が湧いてくる

が，他の地域の人に理解させるためには数十個

の単語を用いて説明しなければならない。一一方

「ゴルモク」は韓国人なら誰でもそれなりの空

間・風景イメージができるが，ソウルのゴルモ

クと済州島のゴルモクのイメージが同じである

とは言い難い。本研究では，文化の特性・アイ

デンティティを理解する一つの手がかりとして

「原風景」を取り上げ，原風景と関連する地域の

空間特性を探索する。

　原風景とは個人の美意識や価値観などに大き

な影響を与える深層意識を形成する幼少期なら

びに思春期の生活環境の風景や体験の全体像で

あり（進士，1985），例えば作家達の造形力の源

泉として原風景が存在する（奥野，1972）。この

ような原風景は，幼少期の体験に基づく個人表

象の次元としても考えられ（高橋，1978），一定

の風土を有する集団表象の次元としても考えら

れる（勝原，1979）。原風景としての子ども時代

の遊び体験は，生涯のさまざまな局面で回想さ

れ，回帰される「こころの故郷，あるいは根拠

地」として大切な意味をもつ（南，1995）。

　80年代以後，原風景に関する実証研究は，心

理的側面中心の分析（星野他，1985；井上，1995）

と空間機能中心の分析（南他1995）の流れがあ

る。星野他（1985）は，原風景を想起する時の

感情に関する因子分析の結果，明朗爽快感，力

動感，安静感をあげており，井上（ユ995）はネ

ガティブ感，うっとり感，くつろぎ感，軽快感

など12の因子を示している。その際，原風景に

あらわれる景観として山や谷間（25％）よりは

平地が多く（62％），川や海がある（42％）より

はない方が多い（46％）と示し，もっともよく

見られる景観として田舎や郊外の平地をあげて

いる（星野，1985）。詳細な背景としては自宅の

付近（39％），田や畑（15％），校庭や園庭（12

％），通学・通園路（12％）が多いことが示され

た。これらの結果は全体的傾向が分かる貴重な

資料ではあるが，全国調査で平均的に示してい

るので，実際に入々が生まれ育った地元の景観

や地形に関連しながら，原風景が形成されるつ

ながりは見えない。また，方向性が異なる南ら

（1995）の研究では，感情価を持つ空間機能を中

心に分析して，原風景を7つの空間一恐怖空

間，秘密空間，危険空間，禁止空間，安心空間，

交流空間，探検空間一に示している。これらは，

空間づくりなどを考えていく上で，有効な概念

であるが，それぞれの地域の地形に基づいた空

間特性に関する説明ではない。

　呉・南（1998）は，原風景を多様な地域の人々

全体の傾向や平均的なものとしてではなく，想

起する主体者の意味づけに重点をおく語りに焦

点を当てて分析している。その結果，原風景を

語るという行為には常に想起し語る主体者の何

らかの意味づけがあること，その意味づけは語

り手が過ごした地域環境とそこでの多様な活動

や体験に基づいていることが示された。具体的

には，子ども時代を過ごした所の物理的・地理

的特徴を描写するときと（風景としての語り），

その地域の多様な空間での多様な体験や活動を

今現在またしているように描写しているとき

（出来事としての語り），また，自分が過ごした

地域や経験した活動について何らかの評価や意

味づけをするとき（評価としての語り）の3つ

の種類の語りがあることを明らかにした。

　本研究は，主体者の語りを中心に分析する

呉・南（1998）の研究の続きであり，特に空間

性に焦点を当てる。原風景を語る人々の過ごし

た地域の空間的特性を主体者によって語られた

言葉から抽出し，その空間性のボキャブラリー

のカテゴリー化を試みる。本研究では，アジア
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原風景の一つとして韓国済州島の原風景をとり

あげる。その際，人間環境系の一つの単位とし

て済州島を取り上げる。済州島の地理的・物理

的条件とそこで過ごした人々が抱く原風景か

ら，済州島の空間的特性を抽出する。空間特性

を抽出・構造化しながら，具体的空間を視覚化

し提示することによって原風景の地域性・文化

性を浮き彫りにしていくことを試みる。

　調査方法として，済州島で生まれ育った人を

対象に子ども時代の懐かしい風景や遊びについ

て筆者と語り合う方法（自然場面に近い非構造

化面接）を用いた。原風景を空間性から見てい

くとき，済州島のどんな空間・場所が浮かび上

がるのかを，まず語られた内容から抽出し，次

に抽出された言葉が意味する空間特性を視覚的

に具体化し，さらにその内容を吟味し詳細に記

述した。これらの分析を通して，原風景をとら

えるボキャブラリー（メタ的空間概念）を構成

することが本研究の目的である。

1．方法

1．調査対象者及び調査方法

　調査対象者は，韓国済州島で生まれ育った20

代から60代目での知り合い10人である（表1

参照）。筆者も済州島の生まれ育ちであり，済州

島の言葉で自然場面に近い形態で語り合った。

表1　調査対象者のプロフィール

名前　　性別　年齢　子ども時代の居住地域

①L罵男性41済州市・北済州郡の涯月邑
②LYG男性40済州市・犀潟州郡の涯月邑
③K冊男性53北済州郡の油入邑
④AYS男性28南済二二の表善面
⑤HZS男性28西帰浦市
⑥㎜女性64西帰浦市
⑦OJS女性38済州市・西帰順市
⑧1αR女性31北下州郡の一月邑
⑨KOR女性30南済州郡の南元邑
⑩OIA女性24西帰浦訓

注）市・郡、邑・面は行政区域の一つである。

　　地域に関しては、現在の地名を記した。

最初に「子どもの時のことでよく記憶に残る風

景や遊びにはどんなものがありますか」と尋

ね，調査対象者の語りの内容にあわせて質問を

した。筆者は「うん一」「そう一」などの相づち

を示しながら，できる限り語り手が自由に連想

しながら語れるように努めた。調査時間は20分

から2時間の間で対象者によって異なった。語

り場面を対象者の許可を得てカセットテープに

録音した。

2．済州島の諸特徴の概略ω

　済州島は朝鮮半島の西南海上に位置する韓国

最大の島であり，行政区域の「道：日本の県に

当たる」の中で最も小さい「道」である（図1

参照）。総面積は1，826km2，東西の長さは約73

km，南北の長さは32kmで，楕円形をなしており，

海岸線の長さは253kmである。済州島は火山活

動によって形成された地形が特徴をなしてい

る。島の中央には標高1950mの漢肇山があり，

その周りに広い草原と360あまりの寄生火山が

散在している。早早山を中心に東西3。一5。の緩

慢な傾斜であり，南北斜面は5。くらいで少し急

傾斜になっている。気温は暖かく，年平均気温

14．6℃，韓国で一番年較差が少ない。済州島に

は，2万あまりの神々がおり，15・6世紀の言葉

が現在も使われているなど，独特の民俗文化や

美しい自然景観を持っており，1994年から島全

域が観光地区に指定された。人口は1970年時点

で36万人，1997年現在52万を越えている。

皿．結果

1．分析方法

　カセットテープに録音された会話から，逐語

録を作成した。逐語録から物理的環境（空間・

場所・景観・風景など）に対する発話文を抽出

し，KJ法（川喜多，1986）で言葉の文脈を考慮

しながら分類作業を行い，原風景の要素をカテ

ゴリー化した。分類しカテゴリー化された各原

風景要素について，それぞれの具体的な場所，

空間，風景に関する具体化の手続きとして，済

（1）済州島の概略については，「7呂・曽般　　（1998）刈条王条胃管下刈徳　1斉州大学出版部」から抜粋した。
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図1　済州島の位置及び調査対象者の育った地域
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図2　済州島の原風景における空間・風景の概念のカテゴリー

州島を扱っている写真集からイメージの映像を

抽出した。

2．空間・風景概念のカテゴリー化

　語り手の発話文を文脈を考慮しながら分類し

た結果，大きく3種類のカテゴリーが見出され
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表2　出来事的言及における2軸の活動と4つの活動範囲

活動範囲 場所・空間例
活動の例　　（遊び）　　　i　（仕事）　　　　　　　　　　　；

家の ・オルレ：家の入りロから庭まで
　　　　　　　　　　　　　　：
E髪留めゲーム、お手玉遊び　　1日常の家事

敷地内 ・ウヨンパッ：家の敷地内の畑

Eヌルニ藁や茅積み
：異講そ調孟認るi除草作業

普通は石垣で ・マダン：家の前の広い空間・庭 ・ママごと、ミカン箱で家作り　i　　　　　　　　　　　　　　’

囲まれている ・ウェヤンカン：牛小屋

Eビョッジャン：押入

　　　　　　　　　　　　　　i牛馬に餌
Eアジト・お兄ちゃんと中で遊ぶi

・表門の前．家の周辺 ・ピンチギ（忌め取の　　i

・ゴルモク（家の周辺の小道） ・コンギチギ（小石あそび）　　i

ドンネ ・大きい木の下、亭子の木の下 ・ザチギ（集団ゲーム）　　　　i
（町） ボンナン（榎木）の下

E電柱があるところ

・サルリンベギ（ダルマさんが）i・マルタギ（馬乗り遊び）　　　i

・空き地・広い所

Eハルマンダン（村社）

・モクセチギ（壁に石投げ遊び）i
Eペンイチギ（コマ回し）　　　i

・池の周辺・共同水道
・バンンチギ（石切）、木登り　i水運び　　　　　　　　　　　　　　・

住宅が集まつ
・かくれんぼう　　　　　　　　i町の清掃　　　　　　　　　　　　　　「

ている主な生

?空間

・学校：運動場

@　　：ゴミ焼却場・畑
@　　：鉄棒、滑り台、登り縄の所

・ゴムひも飛び、石切り、お手玉i
Eチャチャリ（小銭ゲーム）　　i
E鉄棒の上を歩く調劃　　；・足ケリ．軍事遊び　　　　　　i

：畑

：教室・廊下 1廊下磨

・ドルパン（野原） 　　　　　　　　　　　　　　1Eボルレ（実を採って食べる）　i薬用草摘み

ドンネ ・サラ峰・洞窟 ．・ピンイ、チルレ、ヅゴンノムルi草刈り

周辺 ・オルム（小山、寄生火山）・洞窟 ゴサリ（旬の棄っぱ、山菜、　；松毛虫殺し

野野菓、野苺摘みなど）　　　i

町の周辺の自

R的空間・近

・ネチャン（小川）・貯水池 ・ジネ（ムカデ捕り）　　　　　：
Eチョンサウム（戦争ごっこ）　i

いドルパン

・モルゴレ・ダルバンア（牛・馬に

�ｩせて回す穀物をひく臼）

・各種のオルム（小山・寄生火山） 　　　　　　　　　　　　　　，Eサツマイモを焼いて食べる　　i焚き物（木
ドンネ ・ドルパン（野原） （火事になって消す）　　　　　i集めること

バック オルムとオルムの間の平地

E洞窟（オルムなどの峰にある）

・洞窟探検、コウモリ狩り　　　i　　　　　　　　　　　　　　；・松畑で家作り　　　　　　　　i馬・牛に草

町の住宅地と ・ターザン遊び　　　　　　　　｝を食べさせ

かなり離れた iる

遠い所・ドル

pン・オルム

・バダン（海）ヨンス，アンス，ヨン

cアン、コムンニョ、コンチョンボ、

Tミャン海水浴場

・泳ぎながら遊ぶ　　　　　　i
Eボマル（貝類）捕り　　｝・魚釣り　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　…

た（図2参照）。まず，空間・風景概念を「出来

事的」に用いる場合があげられる（表2参照）。

これは，生活・活動の行われる空間を表す場合

であり，遊びの場・仕事の手伝いの場・日常の

生活の場として記述されている（例えば○○山

でターザン遊びをした）。2番目に，「風景的」に

記述されている場合で（表3参照），生活の様子

や自然環境の変化を，風景として認識し，眺め

たり，鑑賞したりする対象として言及されるこ

とである（例えば，遠くに見える○○山の様子

が印象深かった）。3番目に，「評価的」に言及

される場合で（表4参照），語り手の自分なりの

意味づけや・評価が入って，よりメタ的表現に

なる（例えば，○○山は僕の童心の故郷なの／

田舎での生活は自然との呼吸だ）。

（1）出来事として言及される空間概念の分類

　図2で示した3つのカテゴリーのなかで特に

具体的空間・場所が数多く上げられているのは

「出来事的」な部分である。本研究では「出来事

的」に言及された空間・風景概念を用いて詳細

に記述していく。

　出来事として言及された発話文を分析した結

果，活動の2軸と，4種類の活動範囲が分類さ

れた。2つの軸とは，遊び中心の活動の場にな

ることと仕事中心の活動の場になっていること

である。4つの活動範囲とは，家の敷地内（普

通は石垣で囲まれている），ドンネ（町内空間），

ドンネ周辺（町の周辺の自然的空間，近いドル

パン），ドンネバック（町から離れた遠い所の自

然的空間，遠いドルパン・オルム）を示す（表
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2参照）。

　以下にそれぞれの空間・場所に対して，各活

動範囲ごとに重要だと思われるいくつかの空

間・場所に対する解説と面接で得られたコメン

ト，写真による視覚的イメージを提示するω。

1）家の敷地内

　家の敷地内の空間・場所としては「オルレ：

家に入る入りロから庭までの小道」「ウヨン

パッ：家の敷地内の畑」「ヌル：藁・茅を積んで

いるもの」「マダン：家の前の広い空き地，庭」

「ウェヤンカン1牛小屋」「ビョッチヤン：押入」

があげられた。以下に「オルレ」「ヌル」「マダ

ン」について紹介する（図3参照）。

①オルレ（済州島語）

　済州島の伝統的な家に多く見られる空間であ

る。家の入り口から細い小道を通って，家が望

めるようになる空間であり，共同の道ではなく

各家の所有地である。この空間が子どもたちの

遊び場になっている。共同の道に近い入り口の

所は子どもたちがたむろする所である。

②ヌル（済州島語）

　家の敷地内の畑の隅っこや家の前の空き地の

隅っこにあった藁や茅の積み山である。この藁

や茅は生活のための燃料として，茅葺き屋根の

屋根替え，また冬の畑の保温のため，農作物の

保管のため使われるなど生活歯重要なものであ

る。毎年各家ではヌルを積んで置いていた。こ

こで子どもたちは下の藁の束を取り出し，穴を

作って中に入って寝たり，ママごとをしたりす

る居心地よい空間であった。

③マダン（韓国語一般）

　家の前の広い空き地で，農産物の整理の場，

洗濯干しの場，農器具の整理の場，家族団らん

の休みの場になったりする。大きい行事がある

ときは行事の場（イベントの場），交流の場にも

なる。子どもにとっては安心して遊べる外遊び

の場所になっている。マダンの隅っこに花壇が

あったり，水道があったり，犬小屋があったり，

牛小屋があったりするが，全体が花壇の庭では

ない。

2）ドンネ（3＞（町）

　ドンネは一般の韓国語の空間概念である。日

本語にすれば隣近所・町内・横町・集落などが

一番近い。済州島の農家は集村形態になってい

て，ある程度まとまった住居空間があり，また

離れた所に畑があるという空間構造になってい

る。行政区域としては畑などがある所も同じ町

の住所になっているが，生活の感覚の「ドンネ」

は，集まっている住宅空間でお店や学校などが

ある空間を指す。また同じ住所を持つ町の中で

「アルドンネ：下の町」「ウットンネ：上の町」

「ソットンネ：西の町」「ドントンネ：東の町」と

いう地理的表現や「ウリドンネ：我が町」「ノネ

ドンネ：あなた達の町」という住宅の集まりか

（2）視覚的提示

　視覚的提示に関しては，済州島を取り上げた6冊の写真集・本から取り出し，使用した。本来の写真作者が

伝えようとした意図通りではなく，原風景に関連する済州島の空間構造の理解のために筆者が解釈をしながら

説明を加えた。写真の出典は次の通りである。

　①観音想　（1998）　刈手潮。→剋量　木石園（写真1）

　②済町道（1997）済書道民俗遺跡（写真8）

　⑧済州教育博物館　（1995＞マ｝紅毛碧玉先生写真遺品集一刈雫到。㍗・1号（写真2，6，9，10，14）

　④済州道・済州芸総（1995）光復50年，皇量。刊冒。栂照日帝潮菩頬号　（写真！2，13）

　⑤済州道（ユ996）道昇格50年記念写真集済州100年（写真7）

　⑥韓国移動通信済州支社　（1995）済州観光カイド（写真3，4，5，11）

（3＞ドンネは行政区域上で使われる用語ではない。日本で行政区下上の用語として使われる「町」に近い韓国の

用語としては「里」「洞」などがある。この「里」「洞」全体をドンネと呼ぶ場合と，「里」「洞」の中でもいく

つかのまとまりの居住空間があり，それぞれの居住空間としてのより狭い範囲をドンネと呼ぶ場合（隣近所に

近い）がある。済州島において「里」「洞」など大きい意味のドンネの面積は平均8km2（田畑，林野なども含

めて），人口1，000人～3，000人くらいの規模である（面積と人口に関しては済州道1998年度統計年報による）。
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〈1＞

［オルレ　写真1．2］

　お婆さんと子ともたちかいる所は共有地の道てはな

く私有地の進入路である。

コメント

・私の家のオルレてよく遊んだの。髪留め取りとかお
手玉をしながら・・

・大門のあるオルレでままごと、コム飛びなとをして
た。

［ヌル　写真23〕

石垣の中のマダンの隅っこに茅の積みがある。

コメント

・麦の藁を積んでいるヌルに穴を作って…

・下の茅束を取り出してその中て寝たり・

・田舎の池のそばにヌルが2つあって、そこは居心地よ

い私の丘なの。

・ウヨンパッでヌルの所に座って土と干て団子作りを
　した。

〈4＞

〈2＞

〈3＞

野凝、

麟’沖i’

［マダン　写真34〕

家の前の広い所、作業の場、家族団らんの交流の場、

行事の場になる。

コメント

　ミカン箱て家作りをしたり、ゴム飛ひ、ままごと、小

　ホールたたきなとをした。

図3　家の敷地内
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〈5＞

メ壌難ペー

〈6＞

〈7＞

幽霜

肇

藤鋤・あ
・勘

ご蟹

鋤撫憲灘i毒

　　　　　　　［ポンナンアレ　写真刀

トンネの交差点なとにある大きい榎か人々に休める
所、遊ふ所を与えている。

コメント

・電柱とか大きいポンナンがあるところ、大きい木か

　あるところてあそんた。

　ポンナンの黄色い実を取って食へたり、木に登る途
　中落ちたり、登って行って上てあそんだり

［コルモク　写真56］

中間の道から家々につなかるコルモクて遊んで
いる子ともたち。

コメント

・家の前とかゴルモクてよく遊んだ。石切、お
　手玉、ゴム飛ひ…

・コルモクはとても重要な場所なの。その当時

　の友達って、ゴルモクの友達から始まるね。
　その後学校の友達とかになるね。

・木の下て馬乗りとか、サルリンヘキ（タルマさ

　んかころんた）とか広い所でカルサウム（木て
　作った刀の遊ひ）。

＜8＞

　　　　［ハルマンタン　写真8］

トンネを守ってくれる霊がある所。

昼間は遊ひの交流場たか夜は怖い。

〕メント

・廉探しに行ってお金を見つけたりそこには必ず木か

　あるから木に登って実を取って実を食へたりした。
　岩、木、古木なとか必ずあった。

　夜は怖いから行かないの。

図4　ドンネ（町内の住居空間）
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らくる所有概念も使われる。原風景の語りであ

げられるドンネは，人々の集まって住む住宅空

間・生活空間を指す。ドンネの中の空間・場所

として「ゴルモク：小道」「ポンナンアレ：木の

下」「ジョンボッテ：電柱の下」「コント：空き

地」「ハルマンダン：村社」「モッカ：池の周辺」

「コンドンスド：共同水道」「学校」があげられ

ている。ドンネの範囲のいろいろな場所・空間

では子どもたちの多様な形の遊びがある。特に

集団でするゲーム的遊びや2～3人で道具を用

いる遊びなどが多い。ここでは，「ゴルモク」「木

の下」「ハルマンダン」について記述する（図4

参照）。

①ゴルモク（一般の韓国語）

　ゴルモクは道に関する空間概念である。車が

通る大通りではなく，大通りの裏等に繋がって

いる小道である。通常バスなどが通る大通り，

ゴルモクに至る前の一般的道として中間通り

（実際には名前が付いてない）があるが，数個の

住宅の集まりをつないでいるのがゴルモクであ

る。ゴルモクは，子供たちの遊び場になるのは

もちろん，大人，老人たちも集まって話したり，

作業場の延長になったりする，隣iり近所の日常

的な交流空間ωである。日本の路地のイメージ

に近い。大通りと中間道は閉ざされることな

く，通れるようになっているが，ゴルモクは最

後は閉ざされて誰かの家や畑の入りロで終わ
る。

②大きな木，ポンナンアレ（大きな木・榎の下）

　済州島の各町の交差点，あるいは道の少し広

い所に大きい木が植えられている。木の下には

人が座れるように周りに石やセメントなどで段

（済州島語でパン）が作られている所も多い。こ

れらの木は大通りにも中間通りにもある。ま

た，畑や果樹園をする農家には石垣の周りに防

風のために大きい木があるところも多い。特に

ゴルモクにその大きな木が配置されると陰をつ

くるので，そこが遊び場所など交流空間にな

る。子どもだけではなく大人達も道を通りなが

ら一休みしたり，雨の日は傘を持ってきて，バ

スから降りてくる子どもを待ったりする所であ

る。子供たちは木に登り実を取って食べたり，

木の下で多様な遊びをしたりする。

③ハルマンダン（済州島語）

　町の人々の全てを守ってくれる神が居ると同

時にその神のための祭祀を行う所である。この

祭所を「ダン」という。済州島各地に多様な種

類の「ダン」がある。町の周辺の大きい木があ

るところ，海の近く，山の近くなど多様な所に

あり，多様な形態をしている。ここは，祭祀の

所なので大人達が使う所であるが，昼間は子供

たちの遊び場である。また夜は怖いと感じる所

でもあって，交流空間と恐怖空間として存在す

る。日本のイメージでは神社があるが，神社の

ように制度化されてはおらず，より原始的，

シャーマニズム的である。

3）ドンネ周辺（町の周辺，近いドルパン）

　済州島の地形は火山によって形成されている

ので，寄生火山とその周辺に草原地帯が多い。

住宅空間の周辺には畑や果樹園などがあり，そ

の回りには草原やオルムという寄生火山である

丘・峰がある。この草原・丘の地帯は昔は茅葺

き屋根や馬・牛の飼育に必要な茅の収穫地帯で

あった。本格的に茅を収穫するまではない所で

も，畑以外の土地で草や野原の実などがある草

原もこの範囲に含まれる。畑とまだ開拓されて

ない草原が交じっている場所である。この範囲

は畑と近いので，大人が通っていたり，生活空

間の町からは離れているが遠くに住宅たちが見

えたりする。子どもたちは集団でこのような少

し荒っぽい草原，まだ畑として開拓されてない

草原で遊んでいた。このようなところでよく遊

んだと挙げられたのは「ドルパン：野原，原野」

「ネチャン」「貯水池」「モルゴレ」等である。こ

こでは「ドルパン」「ネチャン」を紹介する（図

5参照）。

①ドルパン（一般の韓国語）

　日本語にすれば「野原」「原野」である。上で

（4）本研究で用いた交流空間・探検空間・危険空間・禁止空間の用語は，南（1994）より，狩猟・採集空間は，奥

野（1972）の使い方による。
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〈9＞

七舞購

　　サ　

・蝋鵜

［トルパン　写真9．⑳〕

畑の地帯の中てまた開拓されてない狭い草畑や

空き地、もう少し遠い所に草原かある。これら

か子ともたちの遊び場トルパン牛の世話をして

いる子ともと、子ともたちがよく遊んでいたト
ルパンの典型。

コメント

・トルパンに行って、ピンイを取ったり、タマネ

キの茎て笛を吹いたり、花を摘んだりしてトル

パンとか山にうろつき回ったの。センマイ採
　り、ホルレ（木の実）、野毒摘んだり、山葉を摘

んだり、ムカデを捕まえた。

・木を刻んで銃を作ってチョンサウム（銃のこつ

　こ）をしたり。

〈10＞

癌鑛購粛榔

〈11＞

［ネチャン．写真U］

畑やトルパンに行く途中或いはトルパンの一部にネ

チャンがある。夏は子とも達の水遊ひ場たけと危険

なときもある。写真のネチャンは渓谷にあるもの

なのて普通のネチャンより広い。

コメント

・夏はネチャン。危ないから行くなと言われるけ
　と、よく行った。

・ネチャンは町の周辺に多いからそんなに遠くはな

い。面白い名前のネチャンか多かった。シュシェ
ンキ、ボミス、ソエ、シャンティムルなとの名前ね。

・カエルを捕まえて焼いて食へたり、水遊びをした

　りした。

図5　ドンネ周辺（町の周辺，近いドルパン）
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〈12＞

［オルム　写真1213］
遠くに見える3つの峰、寄生火山のオルムが見
える。子とも達の探検遊びの場になっていた。

コメント

・私の町はオルムかとても多いからよくあそんで
　いた。

・松林て家を作って遊んだり、オルムてサツマイ

　モを焼いて食べたりして、火事になつちゃって

　急いて火を消したり。

・カッスニオルム、スルオルム、ソルオルム、タレ

　ギ、バンカッオルム、⊃日割ルムなどがあった。

〈13＞

［洞窟．写真13］

写真12のようなオルムに多様な洞窟がある。
人工物てあるか子ともにはわくわくする所であ
る。

コメント

・オルムにある洞窟探査、なかにあるコウモリを
　捕まえたりした。

・洞窟は探検と未知の世界なの。真っ暗でとろぽ

　とか海道などを思い出す。

・怖さ、恐怖、驚異さ・・

・「模様の窟、し模様の窟、⊂模様の窟等多様な
　形態なの。

〈14＞

’鰍

縛

［ハダン　写真14］

済州島の海岸は石が多い。平らな海水浴場てはない
石の海て子ともは楽しく遊んだ。

コメント

・ハダンて泳ぎながら遊んだりボマル（貝類）を取っ

　たり…

・ヨンスは毎日の水遊び場、ほぼ毎日行ったの。ヨン

　ス、アンスヨンヅアンなとにね。

・1・2時間歩いてバダンに行ったボマルを取ったり、
　泳いだり。

・コンムンニョ、コンチョンポは遠いから、お父さん
　達と一緒に行った。

図6　ドンネバック（町から離れたところ，遠いドルパン）
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示したように，畑周辺にある，まだ畑になって

ない草原地帯で，畑でとぎれたりもし，畑と草

原が混じっている地帯に近い。町の住宅街から

離れたより自然的空間である。そこでやわらか

い草の葉っぱを採ったり，実を取って食べた

り，ムカデを捕ったりする採集・狩猟の活動と，

集団で戦争遊びをしたり，隠れん坊やサッカー

をしたりする。1人でドルパンに行くことはあ

まりなく集団で集まって行く所である。狩猟・

採集・交流の空間である。

②ネチャン（済州島語）

　ネチャンはドルパンにある小川のことであ

る。済州島の小川は水が流れていない時期が多

い。玄武岩の地層になっているので普通は水が

地層に吸い込まれ水のない乾いた川である。ネ

チャンの意味は，水が乾いてチャン（地面の済

州島語）が見えているという意味である。夏は

降水量が多いのでネチャンに水が溜まってい

る。大雨の時は水が橋の上まで氾濫して急速に

流れるので，毎年事故が起こるなど，とても危

険な場所でもある。雨が上がった後は子供たち

の水遊び場になる。ドルパンの一部にあるので

多様な植物や昆虫が存在している。交流・探検・

狩猟・採集の空間である。

4）ドンネバック（町から離れた所，遠いドル

　　パン）

　この領域は2つの方向の領域が考えられる。

1つは山の方向であり，上に示したドルパンの

延長の地帯で，より広い草原やオルムという寄

生火山の峰・丘の所である。オルムという小山

は造成林が植えられてない草だけの所が多かっ

た。オルムとその周辺は牧場畑という茅の収穫

が中心になっているところも多い。また自然に

できた松林と草原の混じった形態の所もある。

済三道全域にこのようなオルムや草原があり，

またそこには洞窟があるところが多い。日本に

占領された時代に戦争準備のために人工で作ら

れた洞窟だが，その一部は子どもの遊び場に

なっていた。また遠い範囲という意味では，山

の反対方向のバダン（海）の方向である。この

範囲で遊び場としてよく挙げられた言葉は「オ

ルム」「洞窟」「ドルパン」などがあり，違う方

向として「バダン：海」が挙げられた。

　ここでは「オルム」「洞窟」「バダン」につい

て詳しく紹介する（図6参照）。

①オルム（済州島語）

　火山活動によって形成された寄生火山で済州

島全域に360あまりのオルムがある。子どもに

とっては家から近いオルム，遠いオルムなど多

様なオルムでの体験がある。この領域は町から

もかなり離れているので，日常的ではなく一定

の時期に集中して集団でいく所である。遊び・

活動自体は町の周辺のドルパンでのそれと似て

いるが，オルムはかなり遠い所という印象があ

り，男の子中心の場合が多い。探検・交流・狩

猟・採集の空間である。

②洞窟

　オルムに多くの洞窟がある。一一つのオルムに

も数個の洞窟がある。その洞窟の一部が子ども

たちの探検の空間になっている。現在は虞犯地

域としてとらえられ立ち入り禁止になっている

所もある。探検・狩猟・交流の空間である。

③バダン（海の済州島語）

　山の方向と反対に海が遊び場になっている。

海辺に住んでいる子供たちには近い所である

が，中山間地域（山のほうにある町を示す）に

住んでいる子供たちには遠：い所になる。子ども

の遊び場になっているバダンは一般的な海水浴

場ではない。家から一番近い町に所属している

海で遊ぶ。済州島は山も海も石が多い。海岸の

ほとんどは黒い石や岩が多い。石だらけの海で

泳いだり，魚を捕ったり，サザエやボマル（貝

類）を取って食べたりする。また，海岸のとこ

ろで冷たい水が出る泉が多いのでそこで体を洗

う沐浴の場にもなっている。交流・探検・採集

の空間である。

（2）風景として言及される空間概念の分類（表

　　3参照）

　風景的言及とは，出来事的言及と同じ空間・

場所に対して語られても，そこでの遊びや仕事

などの活動の場としてよりは，ある種の景観的

性質が言及される場合である。風景的言及の中

でもっとも多かったのが視覚中心の言及であ

り，天然の自然景観と生活的感覚が含まれて全
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表3　風景的言及における言葉の分類

感覚モード／風景の性質 言及された風景の具体例

情緒的風景 ・秋のサツマイモの畑の風景、サツマイモの切り干しの風景
（生活＋自然） ・キジの卵のある光景、麦畑の風景大根切り平しの風景

・のどかな雰囲気 ・石垣の上に咲いている野花の風景、バスに乗って見られる海の風景

を感じさせる ・山の風景、石畑の風景　海岸の風景、穏やかな海

・野原に大きく立っている木、海、石、山

視 ・強烈な印象 ・夕日の風景（強烈な色）、夕飯の準備と子ども達の様子

覚 ・故郷を感じさせ ・オルム（小山）が並んでいる風景

申 る ・鯵蒼な松林の風景

心

驚異的風景 ・嵐の時の海の波、夏の雨で小川（ネチャン）が氾濫する時
（自然＋天気） ・野原の嵐、台風

事件的風景 ・4・3事件（政治的要因による集団虐殺）の時の火事
（政治・災害的） ・軍隊の行進の風景

生活＋自然の音 ・ザランザラン（子守歌）

聴 ・メルだ1（イワシの群が近くの海に来ていることを知らせる音

覚 （メルダ1と叫びながら金属の器をたたく音）

中 自然の音 ・犬の唱える音

心 ・セミ、カエル、コオロギの鳴き声

事件の音 ・4・3事件の銃の音、6・25（朝鮮戦争）の時の射撃場の銃の音

譜 生活の匂い ・お母さんの乳の匂い、麦の種まきの時コルム（肥やし）の匂い

覚 ・祭祀の時の食べ物の匂い、肉の串焼きの匂い
中心

生活＋自然の匂い ・海の匂い、草の匂い、麦畑の匂い、クサン木の匂い、ススキの匂い

・ボリチップ（麦藁）の匂い

体的に風景として言及される場合が多かった。

聴覚や嗅覚に関連する言及も自然物だけの物よ

りは生活の営みから生じることが多い。風景が

中心に示される風景的言及においても，必ずと

言っていいほど生活の感覚や生活から生じてく

る視覚的，聴覚的，嗅覚的現象を含む風景とし

て記憶され，想起される傾向があることが示さ

れた。

（3）評価として言及される言葉の分類（表4

　　　参照）

　評価的言及は，出来事的言及や風景的言及に

基づき，自分なりの意味付けや評価をしながら

言及される場合であり，活動そのものや，風景

そのものについてではなく，多様な活動を行っ

たり，風景を見てきた事に対する評価として示

された。評価的言及は大きく3つの次元に分類

された。まず，過去の活動や風景それ自体を良

かった・悪かったなど，「直接評価」をする場

合，2つ目に，より「メタ的に意味付け」をし

て休める処，避難所，童心の心など心理的機能

として言及される場合と土・コンクリートなど

自然性として言及される場合があった。また3

つ目に，子供時代を過ごした環境と活動などの

全部を含みながら東洋思想など「総合的思想」

として言及される場合が示された。

IV．考察

　以上，対象者との個別的な語り合いから見え

てきた，済州島の空間特性と原風景の関連につ

いて述べてきた。原風景を語るとき，空間・風

景に関する言葉がどんな風に用いられているの

かを検討した結果，①遊びや仕事など生活空間

として語られる場合，②眺めたり，鑑賞するよ

うな風景として語られる場合，③童心の故郷，
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表4　評価的言及における言葉の分類

意味付けの次元 具体的例

子どもの頃を ・繰り返される軍事遊びは否定的だ
ポジ／ネガ ・遊びという文化はなかった

に評価 ・その当時は学校での仕事だった

その当時と ・貧乏だったのに悪い記憶ではなく良かった

直 現在を ・懐かしい

接 比べて評価 ・今の方が遠くにいけない、車も多い

的 ・その当時はいちいち干渉しなかったけど危険でもなかった

評 ・今はわざわざ子どもを畑に連れていっている

価 ・ここはいつも見ているところ、いつもいい感じ

現在の変化 ・童心の故郷なのに壊されることは寂しい

関する ・残してほしい、童心を分け合うために、済州島のシンボル

願望・惜しみ ・変身ぶりが過激すぎる、自然な流れではない

・食べ物の味も全部科学的に分析されてしまう

・誰かによって操縦される変化はイヤだ

・済州島のナマリは保存してほしい

よ 原風景・田舎 ・休める所（鳥の音、海の音、綿雲、花、子どもの頃自体が休める所
り を心理機能と ・避難所（逃避にもなり、平和にもなる）

メ して意味づけ ・家族の二心点

タ

的 原風景・田舎 ・田舎（幸い私たちは田舎にいるから）

意 を自然性とし ・土（土と一緒に呼吸する）

味 て意味づけ ・自然（自然と共にする機会）　（生きている自然と友にしながら）

づ ・コンクリートの壁と一緒に住む人達とは違う

け ・自然と生活することがとても好きだった

総 思想・哲学 ・東洋思想

合 として表現 ・人類の指向点

的

避難処，自然との生活など何らかの意味づけや

評価として語られる場合があることが明らかに

なった。この中でも特に実際の物理的な空間特

性がよく見られる出来事として語られる事例の

発話文を用いて，空間特性と関連する2つの軸

と4つの範囲に分類し，写真を提示して記述し

た。

　原風景のボキャブラリーには，一般の韓国語

で名付けられている空間（マダン，ゴルモク，ド

ルパン，洞窟）や，済州島の言葉で名付けられ

ている空間（オルレ，ウヨンパッ，ポンナンア

レ，ハルマンダン，ヌル，バダン）がある。一

般韓国語で名付けられている空茶でもそれらは

済州島の地形の特性と関連している空間である

ことを示した。表2であげられた内容からもわ

かるように，現代の子どもの遊び状況から連想

されるゲームセンター，団地，公園，テレビ，市

街地などはいずれの面接からもでなかった。こ

れらは1960年代から1970年代ころの済州島の

物理的環境の特徴・状況と関連があると考え

る。まだ都市化が進んでない状況の中で，

ちょっと行けば狩猟・採集の遊び場となるドル

パンを全員が一番多く挙げている空間である。

近くにあるドルパンと遠くにあるドルパンでの

遊びを語る時の語り手達の表情はとてもワクワ

クした雰囲気であった。原風景として挙げられ

検討してきた多様な空間・場所全体をより抽象

化したメタ概念としてまとめたのがドルパン，

田舎，土などのボキャブラリーであった。これ

らの表現は奥野（1972）が言う「原っぱ」の意
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味とも相通じる点があると考えられる。奥野

（1972）は「文学における原風景」で作家の文学

作品や本人の体験を例にして，都市における

原っぱは子どもたちの自己形成空間としてとて

も重要であることを指摘し，ある空間の隅っこ

としての広義の原っぱ的性質を強調した。また

田舎においても単純に自然環境ではなく自然・

野原の隅っこの原っぱが重要な空間であると指

摘しながら，原っぱでの「狩猟・採集遊び」の

起源は縄文文化にあると示した。

　ドルパンは日韓辞典（安田・孫，1983）によ

れば「野原・原野・原っぱ」が一番近い。奥野

（1972）の「広義の原っぱ」の指摘と本調査にお

いてドルパンが最もよく挙げられたことから日

本においても韓国においても原風景形成におい

て「ドルパン・野原・原っぱ」がとても重要な

共通の空間として考えられることがうかがえ

る。それぞれの地域が持つ地理的・空間的特徴

は違うかもしれないが，その地域にある「ドル

パン・野原・原っぱ」が持つ性質に共通性があ

るのではないかと思われる。調査対象者であっ

た現在の大人達の原風景から，意味深い重要な

空間・場所として「ドルパン」が挙げられたが，

現在の子ども達はどのような空間・場所を原風

景として思い浮かべるだろうか。地域・世代に

よって地理的特徴が違うとしても，その背後に

ある原風景になり得る空間や場所に共通する性

質特徴を探る事が今の時代に重要な課題ではな

いだろうか。
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